


























※シート 後

※シート 前

（全面転圧） （外周転圧）

（各1枚）

※砕石バッグなどが必要な場合は、それらも撮影してください。 1313



ジオクロス・GRRシート施工実績表

２００３年〜２０２２年１２月迄
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ＧＲＲシート工法の対応出来る地盤
1.支持層を必要としない
深層部まで支持層がない場所でも施工が可能です。

2.文化財埋蔵地で施工が容易
施工深度が浅く済むので文化財埋蔵地での施工が容易です。

3.進入路が狭い場所、敷地が狭い場所でも施工可能
大きい重機を使用しないので、搬入路が狭い場所や敷地が狭い場所でも施工が容易です。

4.工程管理が容易
一般的な工法に比べ、天候や他業種に影響されにくいので工程管理が容易です。

5.人体・環境にやさしい
セメントを使わないので周辺環境（地盤・地下水）に対して汚染しない。（六価クロムが発生しない）
施工時の騒音・振動など発生しない。

6.土地の価値を下げない
改良工事による地盤汚染や埋設物問題など土地の不動産鑑定評価に関わる問題を発生しません。
建て替えや土地売却時に撤去が簡単（柱状改良や杭だと地中埋設物になり撤去が必要）

GRRシート工法は工程管理が容易

固化材を使用する地盤改良を行った場合、施工後に一定の養生期間を置きそのあと基礎施工業者が工事を行う。
天候などにより、改良工事の予定がズレたり、養生機関が延びてしまうと基礎施工業者との予定が合わなくなり、大きく工期が遅れてしまう事がある。

着工 完了

GRRシートは基礎工事の一環で工事を行うので工期の遅れが起きにくい。
養生期間が不要なので、施工後すぐに工事を進められる。

着工 完了

※仮説水道・仮説電気も不要

地盤改良 養生機関 基礎工事

　　　　　　　　　　　　　　基礎工事　　　　　　　
GRRシート

一般的な改良工事

ＧＲＲシート
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ＧＲＲシート工法の対応出来ない地盤
1.基礎下端から基礎下端－5ｍの区間にWswが0.25kN以下
の層が50cm以上連続している

1.新規盛土（1ｍ以上の盛土をしている地盤）
2.新規擁璧があり、擁璧底盤が建物下に来る
3.腐植土などが堆積して沈下が終息していない
4.軟弱層に傾斜がある

1ｍ以上 盛土

現状地盤
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　1）文化財埋蔵地域で杭を打ちたくない

　2）侵入路が狭く、重機の搬入が困難

　3）現場が狭く、重機などの配置が難しい

　4）街中の工事で、粉じんや工事の振動・騒音が気になる

　5）近くに水場があり、固化材の使用を躊躇する

　6）工期が厳しく早く基礎工事に入りたい

　7）環境に優しい工法を施主に提案したい
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